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12月1日　世界エイズデー
世界エイズデーとは
　エイズまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消を目的に、世界保健機関（WHO）が、
制定しました。毎年12月１日"World AIDS Day"（世界エイズデー）を中心に、世界各国でエイズに関
する啓発活動が行われています。日本でも、全国各地で様々なイベントが実施されています。

ＨＩＶ・エイズってなに？
　エイズは、HIV（ヒト免疫不全ウイルス）に感染することで発症する病気です。HIVに感染すると、
通常６～８週間経過して、血液中にHIV抗体が検出されます。HIV感染後、自覚症状のない時期が数年
続き、抵抗力が低下し、本来なら自分の力で抑えることのできる病気などを発症するようになります。
このようにして、抵抗力が落ちることで発症する疾患を確認した時点でエイズ発症と診断されます。
　現在、からだの中のHIVを完全にとりのぞく治療法はありません。ただし、医療の進歩によって、発
症する前に薬剤をきちんと服用すれば、エイズ発症を遅らせ、定期的に病院に通うことで、コントロ
ールが可能になっています。

日本の現状
　2015年の新規ＨＩＶ感染者報告数は1,006件、感染に気づかずにエイズを発症した新規エイズ患者
報告数は428件であった。近年、ＨＩＶ感染者・エイズ患者新規報告数は1,500件程度で推移しており、
また、累計報告数も25,000件を超えています。

どうやって感染するの？：HIVの感染力は弱く、主に３つの経路で感染します。
　１．性行為による感染
　　　最も多い感染経路です。HIVは感染者の血液・精液・膣分泌液から、その相手の粘膜や傷口を通
　　ってうつります。
　２．血液を介しての感染
　　　HIVが存在する血液の輸血や、覚せい剤などの依存性薬物の“回し打ち”による注射器具の共用
　　などによって感染します。日本では、献血された血液は厳重な検査により最高水準の安全が確保
　　されていますが、感染の可能性を完全には排除できません。
　３．母親から赤ちゃんへの母子感染
　　　母親がHIVに感染している場合、お母さんがHIV感染症の治療薬を飲むことや母乳を与えないこ
　　とで、赤ちゃんへの感染を１％以下に抑えることができます。

感染しているか知りたい。
　保健所では、匿名・無料で検査を受けることができます。検査を受けられる時間は保健所によって
異なります。予約が必要な保健所もありますから、事前に電話等で確認してください。

桑名保健所　ＨＩＶ抗体検査ＨＰ⇒http://www.pref.mie.lg.jp/WHOKEN/HP/

　ＨＩＶ・エイズは決して遠い場所で起きている感染症ではありません。日本でも感染が拡大し続け
ています。自分自身と自分の大切な人を守るために、正しい知識を身に付けましょう。
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